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納
め
て
い
た
だ
い
た

国
民
年
金
保
険
料
は
、

す
べ
て
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
な

ど
を
算
出
す
る
際
に
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
し
て
、
課
税

所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
控
除

の
対
象
と
な
る
の
は
、
今
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の
合

計
で
す
。
過
去
に
納
め
忘
れ
て
い
た

期
間
や
免
除
を
受
け
て
い
た
期
間
の

保
険
料
を
納
め
た
場
合
も
、
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、
社
会
保
険
庁
が
発
行
す
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」、
ま
た
は
領
収
証
書
が

必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
証
明
書
は
、
11
月
上
旬

社
会
保
険
庁
か
ら
発
送
さ
れ
ま
す
。

発
送
時
期
は
、
平
成
19
年
１
月
か
ら

９
月
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
あ
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
10
月
以
降
に
初
め
て
納
付
さ

れ
た
人
へ
の
証
明
書
の
発
送
は
、
平

成
20
年
２
月
に
な
り
ま
す
。

30
歳
未
満
の
人
は
、

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
と
そ
の

配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一

定
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承

認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
承
認
期
間
は
原
則
と

し
て
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で

す
。承

認
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
支
給

さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）

に
算
入
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
万
一
の

と
き
に
支
給
さ
れ
る
障
害
基
礎
年
金

や
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
も
算
入

さ
れ
ま
す
。

申
請
で
き
る
人

前
年
所
得
（
平
成
18
年
所
得
）
の

少
な
い
人

※
所
得
の
目
安

単
身
世
帯
57
万

円
、
夫
婦
世
帯
92
万
円

平
成
18
年
４
月
以
降
に
失
業
、
倒

産
、
天
災
な
ど
に
あ
っ
た
人

障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の

人

な
ど

申
請
先
　

保
険
年
金
課

問
い
合
わ
せ
先

▼
国
民
年
金
保
険
料
や
免
除
制
度
に

つ
い
て
　
彦
根
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
業
務
課

23

１
１
１

４
番
　

▼
年
金
給
付
、
年
金
相
談
に
つ
い
て

同
事
務
所
年
金
給
付
課

23

１

１
１
６
番

▼
フ
ァ
ク
ス
で
の
問
い
合
わ
せ

彦
根
社
会
保
険
事
務
所
Ｆ
Ａ
Ｘ

23
９
０
３
８
番
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
料
が

助
成
さ
れ
ま
す

高
齢
者
が
年
齢
に
応
じ
た
適
切
な

運
動
を
行
う
こ
と
で
、
介
護
が
必
要

な
状
態
に
な
る
こ
と
や
、
介
護
の
状

態
が
悪
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

介
護
福
祉
課
で
は
、

高
齢
者
が
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用
す

る
場
合
に
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象

65
歳
以
上
の
彦
根
市
の
介
護

保
険
被
保
険
者
（
要
介
護
認
定

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

※
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
人
は

対
象
外
で
す
。

助
成
額

施
設
利
用
料
の
２
分
の
１

※
助
成
限
度
額
は
、
一
年
度
に
つ
い

て
、
一
人
３
、０
０
０
円

対
象
施
設

フ
ィ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
彦
根

（
開
出
今
町
）
、
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
８
１
０
（
竹
ヶ

鼻
町
）

※
フ
ィ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
彦
根
は
、
ス
ポ

ー
ツ
講
座
の
受
講
に
限
り
ま
す
。

申
請
方
法
　
施
設
利
用
料（
受
講
料
）

の
領
収
書
、
印
鑑
、
介
護
保
険

被
保
険
者
証
と
振
込
先
の
金
融

機
関
口
座
の
分
か
る
も
の
を
持

っ
て
、

介
護
福
祉
課
ま
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
領
収
書
が

な
い
場
合
は
、
施
設
で
支
払
い

の
証
明
に
な
る
も
の
を
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

介
護
福
祉
課

23
９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26

１
７
６
８
番

琵
琶
湖
・
淀
川
河
川
整
備
に

ご
意
見
を

琵
琶
湖
・
淀
川
の
、
今
後
の
河
川

整
備
に
関
す
る
ご
提
案
や
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
国
が
予
定
し
て

い
る
河
川
整
備
計
画
の
原
案
や
、
計

画
に
つ
い
て
の
説
明
会
の
ご
案
内

は
、
琵
琶
湖
河
川
事
務
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

意
見
提
出
方
法
　
は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
淀
川
水
系
河
川

整
備
計
画
原
案
ご
意
見
受
付
係

（
〒
５
４
１
６
６
９
０
　
船
場
郵
便
局

私
書
箱
62
号
）
へ

問
い
合
わ
せ
先
　
国
土
交
通
省
近
畿

地
方
整
備
局
淀
川
水
系
河
川
整
備

計
画
原
案
ご
意
見
受
付
係

06

４
９
６
４

２
３
２
８
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
06
４
９
６
４
２
４
３
４

番
、メ
ー
ル
の
送
信
はhttp://w
w

w
.

yodogaw
a.kkr.m

lit.go.jp/seibi/

index.htm
l

か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

h
ttp

://w
w

w
.

biw
akokasen.go.jp/

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書

所
得
税
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、

社
会
保
険
料
を
納
め
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
は
、
社
会
保

険
庁
が
発
行
す
る
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
額
の
証
明
書
で
す
。

期
間

〜
11
月
25
日

場
所

彦
根
城
天
秤
櫓

招
き
猫
は
、
彦
根
藩
２
代
藩
主
・
井
伊
直
孝
が
、
鷹
狩
り
の
途
中
、

猫
に
導
か
れ
、
雷
雨
を
逃
れ
た
と
い
う
豪
徳
寺
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
の
故

事
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
招
き
猫
は
、
招

福
開
運
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

広
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
招
き
猫
と
の
関

わ
り
が
深
い
全
国
の
社
寺

や
、
焼
物
の
産
地
別
、
郷
土

玩
具
な
ど
、
テ
ー
マ
別
に
約

３
０
０
点
の
「
招
き
猫
」
を

一
堂
に
集
め
て
展
示
し
て
い

ま
す
。
国
宝
・
彦
根
城
築
城

４
０
０
年
祭
期
間
中
に
天
秤

櫓
で
行
わ
れ
る
最
後
の
特
別

展
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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お
忘
れ
な
く
　
新
一
年
生
の

就
学
時
健
康
診
断

来
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児

（
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
同
14
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
を
対
象
に
、
次
の

と
お
り
就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
。

実
施
日
と
会
場
と
な
る
小
学
校

11
月
１
日

佐
和
山
小
学
校

５
日

金
城
小
学
校

６
日

鳥
居
本
小
学
校

７
日

稲
枝
東
小
学
校

８
日

城
東
小
学
校

12
日

稲
枝
北
小
学
校

13
日

城
南
小
学
校

19
日

平
田
小
学
校

20
日

城
陽
小
学
校

21
日

若
葉
・
高
宮
小
学
校

22
日

城
北
小
学
校

27
日

河
瀬
・
稲
枝
西
小
学
校

28
日

旭
森
小
学
校
　
　

29
日

城
西
・
亀
山
小
学
校

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
〜
同
２
時

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
前
に

就
学
時
健
康
診
断
通
知
書
、
健
康
診

断
票
と
保
健
調
査
票
を
送
り
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
当
日

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
診
し
て
い
た
だ
く
日
と

会
場
は
通
知
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
指
定
さ
れ
た
日
に
受
診
で
き
な

い
場
合
は
、
会
場
と
な
る
小
学
校
と
、

変
更
し
て
受
診
す
る
小
学
校
に
連
絡

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
実
施
日
ま
で
に
通
知
書
が

届
か
な
か
っ
た
り
、
記
載
さ
れ
た
事

項
に
誤
り
が
あ
る
と
き
は
、

教
育

委
員
会
保
健
体
育
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
保

健
体
育
課

24

７
９
７
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
９
１
９
０
番

ご
覧
く
だ
さ
い
　
琵
琶
湖
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
本
人
の

申
請
に
よ
っ
て
琵
琶
湖
海
区
漁
業
調

整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

◆
登
録
者
名
簿
の
縦
覧
◆

期
間

10
月
20
日

〜
11
月
３
日
（土・祝）

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
４
階
）、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
庁
舎
西
口
宿
直
室

市
内
に
住
所
か
事
業

所
が
あ
る
人
で
、
１
年
に
90
日
以

上
漁
船
を
使
用
し
て
漁
業
を
営
む

か
、
漁
業
者
の
た
め
に
漁
船
を
使

用
し
て
水
産
動
植
物
の
採
捕
ま
た

は
養
殖
に
従
事
し
、
今
年
の
12
月

５
日
現
在
で
20
歳
以
上
の
人
な
ど

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局

30

６
１
３
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

１
３

９
８
番

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発

許
可
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ

ま
す今

日
の
人
口
減
少
・
高
齢
社
会
の

な
か
で
、
人
や
施
設
の
郊
外
へ
の
拡

散
を
抑
え
、
街
の
機
能
を
集
約
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
構
造
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
19
年

11
月
30
日
か
ら
都
市
計
画
法
が
改
正

さ
れ
ま
す
。
改
正
に
伴
い
、
開
発
許

可
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
点

こ
れ
ま
で
開
発
許
可
が
不
要
と
さ

れ
て
い
た
社
会
福
祉
施
設
、
医
療

施
設
、
ま
た
は
学
校
を
建
設
す
る

目
的
で
行
う
開
発
行
為
は
、
新
た
に

開
発
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

市
街
化
調
整
区
域
の
周
辺
に
居
住

し
て
い
る
人
が
利
用
す
る
病
院
の

建
設
な
ど
、
一
定
の
公
益
上
必
要

な
開
発
行
為
の
許
可
基
準
が
追
加

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
開
発
許
可
が
不
要
と
さ

れ
て
い
た
国
、
県
な
ど
が
行
う
開

発
行
為
に
つ
い
て
も
、
開
発
許
可

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
、

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
大
規
模
な

開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、
許
可
基

準
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け

る
大
規
模
な
開
発
行
為
は
、
地
区
計

画
が
定
め
て
い
る
場
合
の
み
、
許
可

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
せ
先

都
市
計
画
課

30
６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
８

５
１
７
番




